
平成 30 年 6 月 14 日 
 産学連携学会正会員 各位 

 
 

 特定非営利活動法人 産学連携学会 
 会 長 木村 雅和 

 
 

 平成 30 年 6 月定例総会決議のご通知  

 
拝啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。さて、本日開催の表記総会において、

下記のとおり承認並びに決議されましたので、ご通知申し上げます。  

 
 

敬具 

 
記  

 
決議事項 

 １号議案：平成２９年度事業報告 

２号議案：平成２９年度決算報告 

３号議案：平成３０年度事業計画 

４号議案：平成３０年度事業予算計画 

５号議案：平成３０年度表彰者 

 
 
上記の件は、原案どおり可決承認されました。 

 
 

 以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 特定非営利活動法人 

産学連携学会・定期総会 
 
 
 

平成３０年６月総会資料 
 
 
 

【と き】 平成３０年６月１４日（木） 
      １７：１０～１７：５０ 
 
【ところ】 山口県教育会館 

S 会場 
〒753-0072  山口県山口市大手町 2－18 
         

 
 
 

 

 

 

プロメテウスの火 

人類は火とそして知恵を授かり、 

しかし未来を知る能力を失った。 

代わりに得たのは、希望であった。 

今、私たちは破壊と創造の火を燃やす。 

 

 

 

 

特定非営利活動法人 産学連携学会 

２０１8 

 

 

 



 

平成３０年６月定期総会 議事資料 

１． 日時：平成３０年６月１４日（木） １７：１０～１７：５０ 

２． 場所：山口県教育会館 S 会場 

３． 出席者数：正会員総数   人のうち   出席（うち表決委任者   人） 

（定款 第２６条 総会は、正会員総数の３分の１以上の出席がなければ開会する

ことはできない） 

４． 議長及び議事録署名人（２名）選任： 

（定款 第２５条 総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する） 

議    長             

議事録署名人             

議事録署名人             

５． 開会：議長開会宣言 

６． 議事：  

  １号議案： 平成２９年度事業報告 

   ○ 大会の開催：平成２９年６月１５日～１６日の日程で第１５回大会を栃

木県総合文化センター（宇都宮市）において開催した（参加者数４８８

名、発表件数１５５件） 

○ 学会誌の発行：学会誌「産学連携学」第１３巻第２号を平成２９年６月

１５日に、第１４巻第１号を平成３０年１月２０日に発行した 

○ シンポジウムの開催：平成２９年１１月７日に「医療イノベーション創

出に向けて、産学官連携の在り方を事例から考える」をテーマに東京医

科歯科大学（東京都文京区）を会場に開催した 

○ 海外学会との交流：平成２９年６月１６日に第１５回大会のなかで韓国

の産学協力学会の Lee 会長らを招き日韓ワークショップを開催、また平

成２９年１０月２６日、２７日に済州島で韓国産学協力学会の主催で開

催された韓日産学連携カンファレンスに本学会より 5名が参加 

○ ニュースレターの発行：ニュースレター３０号～３１号を発行し（３０

号・平成２９年７月、３１号・平成３０年３月）、全会員に郵送した 

○ メールニュースの発行：第８００号～第８９８号発行（９９回）のメー

ルニュースを全会員に提供した 

○ お茶の水コラボレーションセミナーの開催：東京都市ヶ谷 JST 東京本部

別館会議室にて第２４回～第２８回（全５回）のセミナーを開催した（平

成２９年５月１６日、平成２９年７月１２日、平成２９年９月１３日、

平成２９年１２月１４日、平成３０年２月１４日） 

○ 各支部活動 

・北海道支部：産学官交流会「イノベーション・ダイアローグ」を開催（平

成３０年２月２６日：札幌市）、学金連携シンポジウムの開催（学金連携

システム研究会共催、平成３０年３月８日：北見市） 

・東北・北関東支部：「第４回産学連携学会東日本リエゾンカンファレンス

in弘前２０１７」を開催（北海道支部共催、平成２９年９月１４日～１

５日：弘前市）、産学官金共創セミナーを開催（平成２９年１０月１１日：

仙台市） 



・関西・中四国支部：第９回研究・事例発表会を開催 （平成２９年１１

月２９日～３０日：徳島市） 

・九州支部：平成２９年度産学連携ネットワーク会議を開催（平成３０年

３月１３日：熊本市） 

○ 研究会活動 

・学金連携システム研究会：第１８回研究会(北海道支部共催、平成３０年

３月８日：北見市)の開催 

・オープンイノベーション研究会：オープンイノベーションの先行事例、

支援システムの紹介等を進めるための議論を重ね、事業提案を行った 

・リサーチ・アドミニストレーション研究会：第６回研究会（平成２９年

６月１４日：宇都宮市）、研究大会オーガナイズドセッション（平成２９

年６月１５日：宇都宮市）、第７回研究会（平成２９年９月２日:目黒区）、

第８回研究会(平成３０年３月１０日:目黒区) 

・地域社会実装研究会：第１回研究会の開催（平成３０年２月２７日：高

知市） 

○ 各種イベントや展示会での出展 

・「アグリビジネス創出フェア２０１７」への出展 （平成２９年１０月

４日～６日：江東区）（研究促進委員会） 

○ 後援事業：「研究・イノベーション学会 第１回プロデュース研究講座（平

成２９年７月７日：港区）」「アグリビジネス創出フェア２０１７（平成

２９年１０月４日～６日：江東区）」「輸出管理 DAY FOR ACADEMIA 2018

（平成３０年２月２７日：江東区）」の３件 

○ 理事会開催：平成２９年 4 月６日、平成２９年６月１４日、平成２９年

７月３日、平成２９年１０月１０日、平成２９年１１月７日（全５回） 

 

２号議案： 平成２９年度決算報告 （別紙資料－１・２・３・４） 

 

３号議案： 平成３０年度事業計画 

  ○ 大会の開催 第１６回大会を山口市で開催 

○ 学会誌の発行  「産学連携学」を年２回発行する。 

○ 秋季シンポジウムの開催 

○ 日韓ワークショップ（高知市、１２月６日～７日）の開催など海外学会

との連携強化 

○ ニュースレター（年３回（予定））、メールニュース（随時）の発行 

○ 各支部活動 

・北海道支部：支部の通常の活動に加え、東北・北関東支部及び地域活性

学会北海道支部等との共催事業として「東日本リエゾンカンファレンス

in 札幌」（9月 10 日～11 日）を開催 

・東北・北関東支部： 幹事会等に加え、「東日本リエゾンカンファレンス

in 札幌」を北海道支部及び地域活性学会東北支部とともに共催 

・関西・中四国支部：12 月頃に第 10 回研究・事例発表会を地域活性学会

中四国支部と連携し記念事業として実施（場所：岡山市） 

・九州支部：医工連携等をテーマに全国規模での先行事例を紹介するシン



ポジウムを開催予定 

○ 研究会活動 

・学金連携システム研究会：２回程度の開催 

・オープンイノベーション研究会：２回程度の開催 

・リサーチ・アドミニストレーション研究会：全国大会１回、研究会２回

程度の開催 

・地域社会実装研究会：２回程度の開催 

○ お茶の水コラボレーションセミナーの開催（４回程度） 

○ 各種イベントや展示会での出展 

 

 

４号議案： 平成３０年度事業予算計画 （別紙資料－５） 

 

５号議案： 平成３０年度表彰者 （別紙資料－６） 

 

７． 閉会：議長閉会宣言 

      議長解任 

 

【平成３０年度役員】（平成３０年６月時点） 

会 長：木村雅和（静岡大学） 

副会長：飯田香緒里（東京医科歯科大学）、石塚悟史（高知大学）、川崎一正(新潟大学)、 

理 事：網屋毅之（宇都宮大学）、伊藤正実（群馬大学）、内島典子（北見工業大学）、

内山大史（弘前大学）、緒方智成（熊本大学）、尾関雄治（東レ（株））、小野浩幸（山形

大学）、川名優孝（東京海洋大学）、木村友久（山口大学）、菅万希子（帝塚山大学）、林

聖子（亜細亜大学）、廣田勝巳（科学技術振興機構）、松平竹央（知財経営研究社）、松

本毅（（株）ナインシグマ・ジャパン）、山口佳和（千葉工業大学）、山本一枝（（株）ウェ

ザーコック） 

会長、副会長を加え２０名 

 

監 事：北村寿宏(島根大学)、桑江良昇（北里大学） 

 

               理事  ２０名 

               監事   ２名 

 

事務局長：小野浩幸（山形大学） 

 


